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I はじめに
過去3ヶ年に亘り「全道中学生の学校管理下における災害の発生状況」について調査をすす
め，昨年は「道内高等学校生徒の運動事故に係わる研究」を，日本体育・学校健康センターの
資料及び，日常生活における「保健面の意識調査（アンケートによる）」の資料にもとづく調
査により，本学研究紀要及び，道体育学会に発表を続けて来たが，その調査過程の中で，高校
生の中に，上下肢の骨折，膝の障害の多い事を知る事が出来た。そこで，本年は，ごく新しい
資料によって，高校数の最も多い，石狩学区の，公立，市立，私立全校について，主に入院を
要した災害について全数調査に当たってみた。更に，事故に至る諸条件，間接的な事故等につ
いてもふれてみる事にした。又，前調査の中学生の事故（傷害）とも対比し，高校生の特徴に
ついても考えてみる事とした。これらの結果を，保健指導，災害や事故についての指導の糧に
致し度いと考えている。
I 調査方法友び期間
1）平成5年度，日本体育・健康センター北海道支部に提出報告の資料より，学校管理下にて
発生した障害で，入院を要したものについての事例を集計した。
2）地域を，道内で高校数の最も多い石狩管内（道立39校，市立8校，私立22校，計69校）の
高等学校を対象とした。なお，目下継続治療中及び提出書類内容のはっきりしないものは
除外した。
3）調査期間，平成6年4月一 7月
4）調査場所，日本体育・健康センター北海道支部事務室
5）因みに，平成5年度の同センタ一報告書は未だ公表されていない。発行は，平成6年10月
の予定となっている。また，平成4年度の，高校生の全入院数は1364件となっている
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皿結果と考察
1.調査対象： （表1)
対象者は，全69校中で障害に伴う入院を要
した生徒の実数である。学年別でみると，男
子では 2年生に多く，次いで，1年生， 3年
生となっている。女子も男子同様であった。
3年生に少ないのは，運動の機会が少ない事
にあるのかもしれない。
2. 月別発生状況 ：（図1) 
月別発生では，男子は 9月， 8月に多く，
ついで， 6月，7月と続いていた。前回調査 ；： 
の中学生では， 6月， 5月に多く，ついで， 10 :~ 
月， 9月であったのと対比すると，高校生の
活動ピークは遅い様にも思われる。女子は，
9月と 7月に多く， 中学生の7月と 6月に多
表1 調査対象数
石狩管内 1 年 2 年 3 年 計
調査校 男 女 男 女 男 女 男 女
道立高校 63 29 65 34 45 16 173 79 
市立高校 12 7 14 6 7 2 33 15 
私立高校 20 9 31 9 9 7 60 25 
計 95 45 110 49 61 25 266 19 
図 1 月別発生状況
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い率からみると， 北海道の気候的な活動シー
ズンと合致している様に読みとれる。又，高体連各大会へ向けての練習と，校内行事の（特に
体育大会，野外行事等）開催される時期とも一致している。
3.曜日別発生状況 ：（図2) 図2 曜日別発生状況
曜日別では，各曜日ともあまり差がなく発 ； 
生している事が知られる。ここからは，高校 ；： 
期の活動の大きさを知る事も出来る。男子で : 
は，火曜日，水曜日，金曜日にやや多い傾向 ]~ 
をみる事が出来た。しかし，土曜日は， 月一
日の休日があるのにもかかわらず，発生率は，
月曜日なみの発生をみていた。女子も，曜日
による差はみられなかったが，金曜日にはや
や多い発生をみる事が出来た。中学生の， 月
曜日に多く発生している事を比べると，疲れ 16 
が出てくる曜日と考えられる。
4.時間別発生状況 ：（図3)
発生時間でみると，男女共に11時台の発生
が多く，他の時間帯の約2倍の発生をみてい
る。
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図3 時間別発生状況
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これは，ほとんどが，授業中に発生した事故と考えられる。次いで，女子では， 14時台に突
出が見られ，中学生の， 10時台と， 14時台の多さと比すと，同じ傾向がみられた。又，16時台
以後は，部活を中心とした事故と考えられる。これを合わせると，男子では25.7%，女子では
28.6%と1/4から 1/3の事故発生となる。又，午前午後でみると，午前が44.4%，午後55.6%
と，午後に発生が多かった。部活等を含めると，校内での生活時聞が長くなる分，事故発生も
多いものと考えられる。これら発生時間と「自覚する体調」との関係をみると，“怪我とした
事のある者”で“快調”と思う時間帯が， 男女共に10時から12時まで， “不調，疲労を覚える”
時間帯が16時から18時と示されていることから午後に事故発生が高くなるのは，疲労が大きな
要因となっているものとも考えられる。
5.場所別発生状況： （図4-1)（図4-2)
発生場所を校内，校外に分けると，前者が75.8%，後者が24.2%で，圧倒的に校内での怪我
が多い。この傾向は，中学生でも同様であった。更に，校内での発生をみると，男子は，体育
館とグランドがほぼ同じ発生率で，両方で81%を越えている。ついで、，格技場が11.7%となっ
ている。格技室の11.7%は，中学生の3.8%と比すと多く，授業時数が多いのか，クラブを含
めた実施時聞が長いのか，亦々， 未熟な技がそうさせるのか考えさせられるところである。女
子では，67.4%が体育館で発生し，グラン ドは14%となっていて，中学生の60%と17.9%に比
すと，ほほ同様の傾向を示していた。女子は，外のグラン ドに出る事が少ないのかもしれない。
その分，廊下や階段，玄関での怪我発生が男子より多くなっている。
図4一1 場所別発生状況 （校内） 図4-2 場所別発生状況 （校外）
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校外での発生では，男子では， 山野・スキー場での怪我が最も多く，30%を占めている。次
いで，外部体育施設で26.6%となっている。これは，ほとんどが， 対外試合や，練習試合中に
発生しているもので，高体連関係の大会出場で起こっているものである。大会や試合のあり方
を云うつもりはないが，馴れない会場，施設でのプレーには， 日頃練習している時と異なって
いる事を選手に十分知らしめる事と，注意，指導等を受け入れる生徒の技術的，能力的な面が
問題となってくるのではなかろうか。女子では，他校体育館27.3%，山野 ・スキー場がこれに
次ぎ18.2%となっている。更に多いのは，道路での発生で33.3%をしめている。自転車通学に
よる転倒，追突，衝突， 等の事故，又，歩行中，歩道段差の踏みはずしによるもの等々，中学
生と同様の傾向で増加を示している事をみると，年齢相応に大人になってもらい度いものと思
うものである。
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6.場合別発生状況 ：（図5)
事故発生を場合別でみると，全体としては，
部活中46.8%，授業中26.1%，学校行事
12.2%，休憩時間，昼休み時間中6.5%と，
前回調査の中学生の場合と同じ傾向を示して 計
いる。学校生活の時間的経過パタ ンーが同じ
とみる事が出来る。男女別でみると，男子で
図5 場合別発生状況
（単位名 ：%) 
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は，部活中が125名（47%）と最も多く，次いで，体育授業中が75名（28.1% ）， 学校行事中が27
名（10.2%）となっている。女子では，部活中が55名（46.2%）， 体育授業中が26名 （21.8%),
学校行事中が20名（16.8%）と男子と同じ傾向であった。 特に， 学校行事では，校内での各
種体育大会での発生が多く，最も多いのが球技大会時である。何れも競技中の発生であり，張
り切って，日頃の力以上の技術を発揮する為に，又，楽しさの一面で気のゆるみから起こるも
のとも考えられる。中学生との比較では，中学生の授業中が23.8%であったので，高校生の方が，
やや高い発生傾向にあった。
7.運動によるものと，それ以外の怪我の発生状況： （図6-1)（図6-2)
前項で，学校行事による事故は，全部が運動中のものであったが，運動以外の発生について
みると，全体的には少ない事が知れるが，女子については 1I 5にあたる20.2%が運動以外で
起こっている。学年別でみると， l年生と3年生に多くみられた。 中学生と対比すると，格段
に少なくなっている。因みに，中学生男子では30.1%，女子で40%となっており，遊び方，行
動の仕方，生活の仕方が違って来ている事が知られる。
図 6ー 1 運動と運動以外の発生比率
図運動によるもの 図通勤以外 （人数）
8.運動種目別発生状況： （表2)
I年男子｛
2年男子｛
3年男子l
I年女子［
2年女子［
3年女子l
図6-2 運動と運動以外の発生比率
（単位名 %) 
20 40 60 80 100 
弓日号：｝｝91.6(87）三万え ？ 立広三 J8.4](8) 
、百三店／!i:i:6(103）己主主：；｛｝・｝た渋川）6.4117)
Yぺ86.9 (53）店主主店主4抗日正出J守）~13.1月 （8)
75 .6(34 ）ぺ r·三＞山影及~24.4~ （11 )
¥83. 7(41) ピ片 山山川νづ主日誌~／.16.3，分 （8 1
W,0 (20）冷渋川弘古川荻~20.0初 （5 )
図運動によるもの 図運動以外（人数）
運動による発生は，全体で338名（男子243名， 91.4%，女子95名， 79.8%）で，これらを運
動種目別にみたものが表2である。大別すると，球技全体が最も多く，男子157名，女子63名，
格技では，男子31名，女子は少なく1名，器械運動では，男子19名， 女子5名，陸上競技では，
男子8名，女子10名，スキー，その他で男子28名，女子16名となっている。特に，男女共に，
球技に多い（男子64.6%，女子66.4%）のは，中学生の調査と同じ傾向で，（男子55.4%，女
子53.8%）あるが，高校生の方が，若干高い率を示していた。これを種目別でみると，男子では，
サッカー，バスケットボール，野球，ラグビーの順で，女子では，バスケットボール，バレーボー
ルに多く発生していた。次いで， 格技では男
子の柔道に多く，12%となっており，中学生
の9%に比すと，高校生の方が高い率を示し
ている。又，器械運動では，跳箱，鞍馬に多かっ
た。次いで、，野外のスキー，陸上の走種目の
）｜買となっていた。中学生との対比では，陸上
競技の走，跳，及び，跳箱，マット運動に事
故発生が少ない事をみると，高校生の特徴的
な事のーっとみる事が出来るのかもしれない。
即ち，運動強度の強い運動種目や，授業や部
活の実施時間の増加によって引きおこされて
いる事も考えられるが，提出された報告書の
分析では，準備運動中に怪我発生もあり，指
導上の問題点のーっと考えなければならない。
又， 実施する生徒の意識の中に， 運動の為の
運動を実施し，生活の中にない運動を無理に
行っているところにも，その原因があるのかもしれない。例えば， 柔軟性の欠けるものが， 補
助者の無理な働きかけで怪我の発生をみる事は良い例である。運動体系を特徴づける， 共通技
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表2 運動種目別災害発生状況
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能とその運動の持つ特性についての細かな指導と理解が必要と考える。
9.受傷部位別発生状況： （図7)
受傷部位別発生状況は図7に示す通り，男女共に，全体的にみると，下肢が最も多く，この
傾向は，中学生と同じであるが，中学生の42.7%に対し，高校生は53.8%と半分以上を占めて
いた。特に女子では， 66.4%と下肢障害の発生率が高かった。 中学生にも，女子は58.9%あっ
た事からみると，傾向は変わっていない。又，男女で差が大きいのは， 女子の下肢と男子の上
肢の怪我発生率である。特に，男子の下肢の怪我発生では，中学生では37.2%に対し，高校生
では47.6%，上肢では， 31.8%と， 26.9%で，高校生になると，体形の変化からか，上肢の怪
我が少なくなっている。全体数では，一人で複数の箇所に受傷しているのもある為，発生数で
図7 受傷部位別発生状況
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は実人数より多くなっている事を申し添えておく。次に，これらを部位別にみると，
1 ）頭頚部： （図8）頭頚部の受傷は71名で，その内訳は，頭部23名（32.4%）， 顔面31名
(31.0%），頚部13名（18.3%）の順であった。顔面のけがは，男子にやや多くあったが，他は，
男女ともほぼ似た数値であった。中学生に比すと，顔面（中学生14.6%）に2倍の高率であった。
2）上肢部： （図 9）上肢の受傷は99名で，内訳は，全体として肩36名（36.4%），手指25
名（25.8%），肘部16名（16.2%）のJl買となっている。男女別でみると， 男子は，肩，手指， 肘，
前腕，上腕の順で，肩と手指で61%を占めていた。中学生の肩23.6%，手指20.4%に比すと，
怪我の多さを感じさせる。身体形成不充分？なところに，過大な運動負荷がかかるのか，不意
の怪我なのか知る由もないが，充分な注意をさせたいものである。昨年調査のアンケート結果
からみると，対象者（怪我をした事のある者）で，手指（手首，手掌を含めて）に怪我をした
事のある者は， 40.7%で，足部についで2番目に高かったが，怪我をした時の状態では，“一
生懸命やっていて，接触した”が44.7%と一番多く，次いで“注意力が欠け， 一瞬気を抜いた”
時が42.6%となっていた。運動指導上で参考にしたい事項の一つでもある。女子では49.9%と
半数が肩の怪我であった。しかし，女子全体で，上肢の受傷者が16名であったので，このまま，
女子の傾向とする事は出来ないが，参考にしなければならない事項と考える。次いでは，手指，
手関節，肘部が共に12.5%となっていた。中学生女子では，手指が33.3%と1/3に及ぶ怪我
率であったが， 高校生になると，運動の時聞が少ないのか，注意をするのか，少なく なっていた。
図8 受傷部位頭頚部 図9 受傷部位 上月支部
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3）体幹部： （図10）体幹部の受傷者は40名で，部位別分類では少ないが， 重要な臓器部分
だけに注意を払うべき部位である。 内訳では，全体として， 腰部 ・腰椎が21名で52.5%と最も
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多く，その半数は，椎間板ヘルニアとの診断であった。次いで，腹部，内蔵器官の損傷，胸部，
胸椎の順となっている。男女別でみると，腰部，腰椎は女子に多く， 64%に及んでいた。中学
生女子の腰部受傷率は72.2%であった事からみると，若干少なくなっていた。胸部・胸椎は男
子に多く，女子はその半分程度であった。
4）下肢部 ・（図11）下肢部の怪我は，部位別では最も多く，全体で245名に及んでいた。
受傷者の内訳は，足関節が94名（38.4%），次いで，膝部が90名（36.7%），下腿が42名（17.1 %) 
となっている。中学生では，大腿35.5%，膝29.1%，足関節23%であったので，高校生との違
いがみられる。男女別でみると，男子は足関節が60名 （40.5%）で第l位，次いで，膝が46名
(31.1 %）であった。女子では，膝が44名（45.4%）で第l位，次いで，足関節が34名 （35.1%)
と，男女でこの2ヶ所が順位を逆にして高率であった。男女の運動の仕方が違うのか，技能，
能力の違いなのか，指導上参考になる事項である。
10.受傷の病類別発生状況・ （表3) （表4)
病類別については， 医師の診断書により分類したが，一つの傷害に，二つ以上の病名がつい
ているものがある為，延数で519となった。全体として多いのは，靭帯，半月板損傷で157名
(30.2%），次いで，骨折の153名 （29.5 %）の二つで，怪我全体の 2/3を占めていた。男女
別でも，この二つが，順位を逆にして上位を示していた。特に，鞍帯，臆，半月板，関節血腫等，
膝や足関節の傷害は，中学生のそれに比して，同率に考えられないが， 20%強も高い受傷率で
あった。女子では，特にこの傾向が著しかっ
た。
主な病名をもとに分類集計したのが表3で
ある。表中，神経痛 ・神経麻海とあるのは，
打撲骨折及び，複雑骨折等により同時に発傷
したものと，腰部椎間板損傷によって後日発
傷したもの等である。又，てんかん，痘撃等も，
転倒，追突等による頭部強打によって発傷し
たものであり，調査中に，あまりの激しい症
状記述に思わず我を忘れそうになった。
更に，表中の靭帯損傷等157名について，
内容を調べたものが，表4である。医学的な
表4 靭帯等損傷内訳
病名 区分 男 女 計
膝内障 4 4.1 7 11.5 Jl 7 .0
靭帯断裂 31 32.3 16 26.2 47 29. 9 
靭帯損傷 40 41. 7 25 41.0 65 41.4 
半月板損傷 21 : 21.9 13 : 21.3 34 21. 7 
計 96 : 100.0 61 100.0 157 : 100.0 
表3 病類別発生状況
区分 男 女 計
病種 人数1 % 人数； % 人数！% 
頭部外傷等 13 3. 7 6 3.5 19 3.7 
骨 折 123 35.3 30 17. 5 153 29.5 
脱 臼 17 4.9 11 6.4 28 5.4 
打撲 9 2.6 3 1.8 12 2.3 
切富lj 2 0.6 2 0.4 
裂創 3 1.8 3 0.6 
挫 骨l 3 0.9 
挫傷 11 3.2 4 2.3 15 2.9 
捻挫 17 4.9 17 9.9 34 6.5 
靭帯 ・半月等損傷 96 27. 6 61 35. 6 157 30.2 
関節血腫 ・水腫等 14 4.0 11 6.4 25 4.8 
外傷性関節炎 5 1.4 8 1.5 
膿 ・筋の断裂，損傷 9 2.6 2.9 
脊椎椎間板損傷 5 1.4 1.9 
歯牙損傷 1 0.3 2 1.2 
眼球領傷 2 0.6 
内臓 器官損傷 4 1.1 2 1. 2 
神経痛 ・神経麻庫等 2 0.6 0.6 
てんかん ・虚態等 5 1.4 2 1. 2 
その他 10 2.9 3 1.8 13 : 2.5 
言十 348: 100.0 171: 100.0 519: 100.0 
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分類とは多少違っているが，通称，良く耳による傷害名として，関連したものを分類してみた。
これによると，男女共に，鞍帯損傷（前十字，内側，外側等の各靭帯）が最も多く， 41%を占
めている。次いでは，これら鞍帯の断裂で，男子32.3%，女子26.2%，更に，半月板の損傷が
男子21.9%，女子21.3%と男女共同様な割合であった。又，これら，膝の怪我の原因について，
記述の中から， 90名について （男子46名，女子44名）調査した。それによると，
0 走っている時にバランスを崩して転倒した。男子9 女子3 計12
0 路面，床，草地等でj骨って転倒した。 0 4 4 
0 スキー滑降中にバランスを崩して転倒した。
0 野球での補球，バスケットボールのシュート
等のジャンプ後に着地失敗による転倒。
0 ゲーム中に相手と接触して転倒。
0 球技ゲーム中に，急停止や，無理な体重移動
5 
5 
5 
により負担がかかつて転倒。 5 
0 野球，サッカー，柔道等で相手が倒れ込んで
来た為に膝を打つ。 3 
0 ゲーム中，特にサッカーで，ぶつけたり，
蹴ったり，蹴られたりした。 5 
0 ラグビーゲーム中（又練習中）にタックルを
受けて転倒 3 
3 8 
16 21 
0 5 
7 12 
0 3 
0 5 
0 3 
0 繰り返しの負担によって 1 5 6 
0 自転車で転んで 1 1 2 
0 階段の踏み外しによって転倒 1 1 2 
0 その他 3 4 7 
となっていた。男子では，急速な動き，強い動き， 激しい外力が加わる事によって発生してい
るものが多い。女子では，バスケッ トボールのシュー ト後や，空中での補球後，跳箱の跳ぴ越
しなどの，ジャンプ後の着地で受傷しているものが非常に多かったO これは，足首から膝そし
て大腿から腰のクッションが十分に機能されていない事に起因すると考えられる。また，運動
前の準備運動の不十分さ，日頃の運動不足による筋力不足等も大きな要因と思われる。又，部
活等での日頃トレーニングを積んでいて，丈夫そうに見えるものでも，オーバーユース （使い
過ぎ症候群） により傷害を発生させている場合もある。特に部活中に最初に傷めた時に十分な
処置と休養をと り，回復してからの練習再開をする指導と，本人の自覚があれば，或る程度は
防止する事が出来るが，ついつい無理をしてしまい，最終的に大きな傷害になってしまってい
るものもあった。科学的なトレーニングが取り入れられ実施されているが，実施する本人も，
もっと身体の機能を知る事の必要性を感ずる。
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N ま と め
4ヶ年に亘り，中学生の障害から高校生の障害迄調査をすすめて来たが，入院を要する障害
は，全体で例年9%前後となっているが，骨折を伴う傷害のみではもう少し小さくなる。しかし，
この数値は決して小さなものではないと考える。健康の為に行う運動， 生涯教育を考えて実施
されているスポ ツーや体育活動，それが相反する傷害によって中断され，以後継続不能になる
のなら，これ程大きな損失はない。更に，経済的負担を加えるならより大きな社会的損失と考
えてもよい。若者， しかも，これからのパワーを失う事は大変な事と云わねばならない。
以上の調査を通して，次の事を知り得たので，まとめの報告としたい。
1）高校生の入院を要した怪我は，運動，スポーッ活動によるものが多く，男子では90%を
越え，女子についても80%を越えていた。中学生と比較すると，遊びゃ他に起因する怪我は少
なく，ほとんどが運動によるものであった。
2）これら運動による怪我は，授業によるものより，授業以外で発生するものが3倍にもなっ
ている。
3）授業以外の怪我の発生は， 部活動中のものが圧倒的に多く，授業に比べて，練習時間や
実施時聞が長く， しかも，高度な技術追求を要求される事が怪我を誘発しているものと考えら
れる。個々人の体格差，体力差を考慮に入れず，一年生から三年生迄一緒になって，同じ事の，
又，同じ様な技術練習が，身体各部のオーバーユース症候群を引きおこしている様にも考える。
次いで多かったのは，学校行事による もので，これも，体育大会時のハッスルプレーが怪我に
連がっている様である。授業時とは違う開放感や，競技中の競い合う気持ちがより強く働き，
事故を起こしているものである。この傾向は，中学生の場合も同様であった。 中学生の場合は，
近隣の他校の施設を借りて，練習中に多い発生がみられたが（狭い場所で大勢で練習をする事
から），高校生の場合は，ゲーム本番の時の怪我が多かった。見方によっては， トレーニング
不足で，ゲームに挑む事にその大きな原因があるものと思われる。
4）発生月別では， 全体傾向として，運動が盛んに行われる時期，即ち，高体連地区大会開
始の頃から，国体地区予選の開始の頃， その合間をぬって行われる，校内大会の時期であった。
特に女子は， 7月，8月， 9月と急上昇に多くなっていた。 原因は不明だが，体力的問題や友
人間や施設環境への馴れ等があるのではなかろうか。今後，これらの場面での追求も考えてみ
たいと思っている。
5）曜日別では，特に大きな差は見られなかったが，土曜日， 日曜日の発生数は，平日に比
較して多い様に思われる。 原因は，部活動や，対外試合が集中して行われているからではと思
われる。 中学生との対比では，中学生は， 金曜日，土曜日に多かったが，高校生では，同じ傾
向が女子に見られた。
6）運動種目別では，球技によるものが，全体の65%を占め，中でも，バスケッ トボールとサッ
カーによるものが多かった。 特に，バスケッ トボールは，教材としては， 小学校高学年から行
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われて居り，最も多くボールに触れ，コートを走ったに違いないが， TV等により高度なプレー
を観ると真似てみたり， 一人よがりの技術の伴わないプレー をしたりが，その原因と考える事
が出来る。最近のサッカーブームも同様に，怪我の増加を呼んで、いる様にもみられる。ボディー
コントロールも，ボールコントロールもないまま，又，相手の動きを読めないままで無理な技
をしかける処に，原因がある様に思える。何事も基礎，基本の繰り返し練習を知らしめる事で
ある。
7）傷害，怪我の受傷部位では，下肢が最も多く，男子では50%，女子は66.4%にもなって
いる。中でも膝と足関節部の怪我が多く，下肢全体の怪我の75%を占めている。この傾向は，
特に女子に強く，男子に比較して，運動に対する筋肉や関節，臆の活用能力が，十分に養われ
ていない事がそうさせるのか，又，運動の仕方， 指導の仕方が男子と同様な方法でなされてる
事が怪我を多くされているのか，考えさせられる問題である。スポーツの成績に男女差がなく
なり，スポーツを愛する者の一人としてよろこぶべき事と考えるが，発育期にある，中学生，
高校生には，特質を考えた指導と，実施方法を考えるべきではなかろうか。
8）今回の調査では， 中学生と違って，喧嘩や， 遊び，ふざけ等による事故は数例であったが，
学校行事中やトレーニング中，休憩時間中の運動等，解放感にひたって運動している場合に事
故発生が多い様に思われた。軽度な運動でも，運動の心構え，注意力が必要であろうと考える。
特に，通常の運動をする時には，それなりの服装，靴で行うが，休憩時等の場合の服装は違う
事に気づかず，遂々，同様の動きをしてしまう事にも起因するものである。
9）今回の調査数の割合は，男子で69.1%，女子で30.1%であったが，学校健康センターの
災害発生率は，平成4年度で男子65.8%，女子34.2%となっており，男女比では，ほぼ全道を
推測できる比率に当たるのではなかろうかと思う。
10）高校の入院を要する怪我の発生率は，道立高校で8.9%，私立高校で11.9% （日本体育 ・
学校体育センター北海道支部，平成4年調べ）となっているが，年々増加の傾向にあるとの事
である。成長期で体力的には充実させなければならない高校期であるだけに，中学校での基礎
の上にたった運動能力の向上と，自己の可能性に挑戦させる運動のさせ方と， 場仁時間を与
える事が大切ではなかろうかと強く感じたO 部活で、の選手養成も大切だが，個々の生徒の身体
的な潜在能力を引き出す指導に目を向ける事によっては，怪我発生も，もっと減らす事が出来
るのではなかろうかと考えるものである。
11）以上の中から特に感じた事は，入院期間や治療期間が数年に亘っているものの多い事で
ある。繰り返しの治療による経済的な負担や，完治しないうちに運動の継続による悪化や後遺
症を持つ生徒の多くいる事である。指導者への過酷な要求にもなり，自分自身，天に唾する思
いであるが，生徒の体力診断， 運動能力を十分把握し，運動処方の研究をしつつ，指導に当た
るべきであると強く感じた次第である。
12）今調査は，入院を要したものについてのものであるが，学校によっては，専門の整復師
を持ち，特定の部活による治療のほとんどが，そこでなされている為，本来なら，外科，整形
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外科医院では，入院とも読みとれる治療日数，診断名であるが，その分はカウン トをしていない。
従って，この分の判断次第では，骨折，膝関節， 足関節，肩，肘， 脱臼等にもっと障害数の増
加を見る事になる。何れにしても，年々増加傾向にある怪我を少しでも減らす指導を考えねば
ならない。学会をはじめ，各教育研究団体で， “体格が変わった” と悲痛な叫ぴをあげ，科学
的なトレーニングが一般化している中で，又， 新学習指導要領が，小 ・中・高全部で実施され
る様になり，加えて，週休2日制も，テスト段階から徐 に々実施段階に移ろう としている時，
そして，生涯体育が声高に云われる今，今一度，足元を見直す事も必要ではなかろうかと切に
感じた次第である。諾先輩のご指導，叱責を切にお願い申し上げる次第である。
なお，本調査の資料提出に当たっては，日本体育・学校健康センター北海道支部の多大なご
協力とご指導をいただき，谷川事務部長はじめ， 皆様に心より厚く御礼申し上げる次第である。
付 記
本研究は北海道女子短期大学における平成5年度教員特別研究費の助成によるものです。
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